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研究要旨 

 JPAD研究は2型糖尿病患者2536人に対する低用量アスピリン療法の動脈硬化性疾患一次

予防効果を評価したランダム化比較対照試験である。JPAD研究終了後は糖尿病患者コホー

ト(JPAD3コホート)として現在まで追跡している。日本人糖尿病患者における動脈硬化性疾

患・腎機能・悪性新生物・認知症と危険因子の関連について解析を行うために、2015年7

月に追跡調査を実施した。奈良県立医科大学では450人(追跡率71%)の追跡が可能であった。

JPAD3コホート登録患者全体の観察期間は中央値10.3年になった。 

 

 

A. 研究目的 

 日本人2型糖尿病患者の動脈硬化性疾患発症

と合併症の危険因子の関連について評価を行

うために、JPAD3コホート登録患者の追跡調査

を行う。 

 

B. 研究方法 

JPAD研究は2002年から開始された心血管

合併症の無い2型糖尿病患者2536人に対する低

用量アスピリン療法の動脈硬化性疾患一次予

防効果を評価したランダム化比較対照試験で

ある。2008年のJPAD研究終了後、低用量アス

ピリン療法の投与は主治医判断とし糖尿病患

者コホート(JPAD3コホート)として現在に至

るまで追跡を行っている。追跡調査では動脈硬

化性疾患の発症(脳・心・血管イベント)だけで

なく腎機能の変化、悪性新生物の発生、認知症

の発症を評価することで、糖尿病やその他の危

険因子の治療状況が合併症に及ぼす影響を検

討する。 

(倫理面への配慮) 

 本研究はランダム化比較対照試験終了後の

観察研究であり、研究に関して新たな侵襲・介

入は伴わない。研究実施に際しては奈良県立医

科大学における倫理委員会での承認を得てい

る。 

 

C. 研究結果 

 2015年7月にJPAD3コホートの追跡調査を

実施した。奈良県立医科大学ではJPAD研究に

登録された2536人中630人の追跡調査を担当し

ている。630名のうち2015年調査時点で追跡可

能例450人(死亡例を含む)、追跡不能例205名で、

追跡率は71%であった(JPAD3コホート全体の

追跡率は63.8%)。JPAD研究期間を含むJPAD3

コホート登録患者全体の観察期間は中央値

10.3年となった。 

 



D. 考察 

 JPAD3コホートはJPAD研究開始後14年が

経過しているにも関わらず高い追跡率を有し、

登録患者全体の観察期間は10年を超えている。

今後、10年を超える日本人糖尿病患者コホート

を用いて、糖尿病等の治療状況と動脈硬化性疾

患・腎機能・悪性新生物・認知症の発症につい

ての解析が待たれる。 

 

E. 結論 

 JPAD3コホートは観察期間10年を超える日

本人糖尿病患者コホートとして高い追跡率を

維持していた。今後、集計された結果に基づい

て解析を行う予定である。 
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